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4. 研究・事業の目的 

本プロジェクトでは，上述の流域を通じた土砂動態・土砂管理の課題のうち，特に（1）中山間地の大規

模崩壊および土砂・洪水氾濫発生場における水・土砂動態，および（2）草原植生の土砂移動緩和機能，に

ついてその実態を解明し，流域における適切な土砂管理対策への知見とすることを目的とした。 

 

5. 研究・事業の成果の概要 

 （1）中山間地の大規模崩壊および土砂・洪水氾濫発生場における水・土砂動態  
近年の気候変動に起因すると考えられる異常に規模の大きな降雨イベントの増加に伴い，山間地で発生する土砂災

害についても，特に「土砂・洪水氾濫」や「大規模崩壊」のような，被害規模の大きな事象が顕著となってきている。

防災上，これらの土砂生産・移動プロセスおよびそれらを規定する雨水挙動プロセスの基礎的な理解が極めて重要と

なる。「土砂・洪水氾濫」は，特に流域面積が 100-101 km2程度の中規模流域の出口で生じるケースが多く，その流域

規模における雨水流出プロセスが現象を大きく規定する。しかしながら，このような中規模流域においては激しい水

・土砂の流出が水文観測の妨げとなる。さらに大起伏の条件が重なった場合は，アクセスの問題もあるために，観測

データに基づく雨水流出プロセスの解明が遅れている。他方，「大規模崩壊」は，付加体堆積岩山地が主要な発生場

であり，崩壊発生プロセスは当該地質に特有の地質構造に大きく規定されると考えられている。特に崩壊に先駆けた

斜面の重力変形やより小規模な崩壊が生じることが指摘されている。しかしながら，その内部構造や崩壊の拡大に関

する知見は極めて乏しい。このような課題を踏まえ，付加体堆積岩からなる典型的な大起伏山地であり，また，大規

模崩壊の多発域である，静岡県の大井川上流域において，a)「土砂・洪水氾濫」に関与する水文プロセス，ならびに，

b)「大規模崩壊」の発生プロセスに焦点を当ててそれぞれ現地観測に基づき検討した。a)については，大井川の支川

にあたる東河内川流域において，トレイルカメラと STIV 法を用いた流速推定の有効性を検証した。流域

内の 3 地点において約 4 か月間の動画撮影および水位観測行った。水位ハイドログラフとの比較により

降雨に応答する水位変動に良好に対応したした流速変化が確認された。b)については，大井川の支川にあたる

小河内川流域最上流部の地すべりを調査対象とした。当該斜面の稜線部には重力変形の典型的なシグナルとされる線

状凹地地形が多数認められる。凹地を縦断する２地点の表面波探査の結果，S 波速度は地表～約 3ｍまで 160m/s 以下，

深さ 3～9m では 140-250m/s と低速度であり，これは緩く堆積した凹地堆積物に相当すると推察された。また，速度構

造に不均一性があり，局所的なばらつきが認められた。貫入試験の結果，凹地内では深度約 2.7～3ｍで Nc=40drop/10cm

の岩盤相当の層が検出され，これは表面波探査で 160-240m/s の層と概ね一致した。また，同斜面周辺を対象として， 

空中写真を用いた崩壊地の拡大追跡において，従来の手作業と SfM 解析による画像処理手法を比較した。一つの崩

壊地を対象とした検証の結果，滑落崖の精密なトレースなど微細な判読には手作業が，新たな崩壊地の効率的な検出

には SfM 解析がそれぞれ適していることが明らかとなった。地形変化の追跡には，解析の目的や必要な精度に応じて，

これら二つの手法を使い分けることが有効であると示唆された。加えて，同じく大井川上流域の井川湖に流入する複

数の支川における河川流量と電気伝導度のスナップショット観測に基づく時空間変動の解析により，層理面の傾斜と

斜面向きが対応する流れ盤斜面において，地すべり斜面変動に起因するより早い雨水流出機構が流域の流出特性に大

きく寄与する可能性が示唆された。 
 （2）草原植生の土砂移動緩和機能  
該当なし。 



 

 

 

6.  研究業績・事業実績 

 

7. 収支 
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実 支 出 額 の 使 用 内 訳                  

物 品 費 旅   費 人件費・謝金 そ の 他 合   計 
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